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ル、ミクスト作品）4 作を取り上げ、いくつかの点にフォーカスし、電子音響音楽 4 作を読み解く手がかりへと結び付ける
ことを試みた。 









本論文は、フランスの作曲家リュック・フェラーリの最も代表的な８曲の作品群である「ほとんど何   もない Presque rien」
の中から、電子音響音楽作品４曲の分析を中心に、これらの作品の共通点についての考察と他の４曲との関係や、これらの作








フェラーリの幾通りにも解釈できそうな難解な曲名については、さらに厳密な調査の上で適切な邦訳   になることを期待し
たい。また、作品分析以外の部分では、論文にしてはやや冗長な表現や必ずしも必   要とは思われない写真が多く、整理が必
要と思われた。 
第五章で試みられた電子音響音楽４作品とその他の「ほとんど何もない」との関係や、終章の他の作曲家からの影響、思想
的、社会的、時代的背景についての研究については、さらなる考察が必要である。   審査員からは、ドイツで重要なジャンル
となっているヘールシュピールと「ほとんど何もない」との関係については、フェラーリに関するドイツ語の先行研究から得
られることが多いのではないか、また、   フェラーリがジョン・ケージから受けた影響についても、もっと掘り下げる必要が
ある、という指摘もあった。 
長期にわたる資料の収集と綿密な分析から得られたこの研究成果は、大きな価値のあるものとして、   学位論文審査会で合
格と判断された。 
